
米澤光人 （よねざわこうじん）

昭和 27年長野県千曲市生まれ。長野県の高校教員となり，岩村田高校・木曽高校（現木曽清峰高校）・長野高校・中野西高校で英語を教える。

その後，長野県教育委員会事務局の教学指導課や高校教育課に在職。高校教育課管理係長，教育次長を歴任し，通学区制度見直し・入試改革・

高校再編等に取り組む。マネジメント職としては，松本深志高校教頭，飯山北高校長，長野医療衛生専門学校長を歴任。立科町教育委員

会教育委員長を務めた。著書に『奥信濃の教育創造―小中高連携で学力アップ』（学事出版），共著に『新しい読みの指導』（三省堂），『グロー

バル英語教育』（三友社）などがある。「月刊高校教育」（学事出版）のコラム，「長野市民新聞」教育欄で連載中。本名米澤修一。

小学校英語は
どのように実施

したらいいか

知りたい。

ICTを利用した教育について
もっと深く考えたい。

先生方がやりがいがあると
思える学校にするために
できることを考えたい。

生徒の学力を伸ばして

大学入試の結果を
出したい。

新しいことをどんどん試したいが，それをするだけの時間的余裕がない。

児童生徒のためになる施策，
先生方を支援する施策を考えたい。

全国学力・学習状況調査
の結果は気になるが，

かといって過去問対策などは

したくない。

小１・中１・高１で

ギャップを
感じることがある。

校内連携・小中高連携
を充実させたい。

子どもたちの将来に

もっと役立つ

キャリア教育をしたい。
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それぞれの
立場で実践可能な
学力向上のために
できる新しいこと
を実現させるヒントが

ここに！
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新しい学習指導要領でいわれる，

主体的・対話的で深い学びに
導く授業改善を考えたい。

児童生徒の学力向上を本気で考えている。



【学校関係以外・長野県外のお客様へ】
　※別途送料５００円がかかります。お支払いは、郵便振替となります。
　※ＦＡＸフリーダイヤルは、長野県内のみです。県外よりお申し込みの場合は、
　　Ｅ -mail：sales06 ＠ shinkyo-net.co.jp　　または、TEL：０２６-２３３-１１３５　までお願いいたします。
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今こそ考えたい
学力向上のためにできる新しいこと 注 文 書

※ご記入いただいた個人情報は、発送業務以外の目的には使用いたしません。

《学校関係の方》

《学校関係以外の方・長野県外の方》

第1章 新しい教育関係の動向

主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）
教育の ICT 化の波とその懸念
小学校英語の教科化によって変わること
コラム「評価には CAN-DO リストの作成が有効」

第 2 章 「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業・試験の改善例

「ちょっと上の，ちょっと先の」input を ～ i +1 の考え方～
教室の外で起きている様々なことを取り入れる ～授業編～
コラム「Input 不足」
コラム「自分のことを書かせる問題点」
教室の外で起きている様々なことを取り入れる ～試験編～
コラム「平成 29 年度長野県高校入試（英語）から思うこと」
この章のまとめ

第 3 章 「開かれた学校」のための連携の可能性

小中高連携
コラム「割合・比のつまずき」

学校内での連携
職業との連携（キャリア教育）
コラム「地域との連携 ～ SSH で地域の教材を科学する～」
コラム「地域との連携 ～コミュニティ・スクール～」

「開かれた学校」の本当の意味

第 4 章 「新しいこと」を取り入れて，学力向上の結果を残す

学力調査 B 問題の結果改善と，時間の確保のための考え方
コラム「新しい制度だけ導入しても」

東大 100 人プロジェクト
コラム「東大入試とキャリア教育」

いかなる立場にあろうとも終始一貫してぶれることなく長野県の児童生徒の学力向上に取り組まれて 

こられた著者である。高等学校での豊富な教育実践と県や市町村での確かな教育行政の経験をもち， 

幼児教育から高校教育までを実に熟知されている希有なる人であると言っても過言ではないだろう。

（中略）

著者が書名に託した「新しいこと」「小さな変化」「大きな可能性」が

本書を通して共有され，個々の学校が，一人一人の教師が，

自ら「不易を以て変化の先頭に立つ」ことを私は願ってやまない。

ご注文は、しんきょうネットまで　FAXフリーダイヤル：0120-25-1098
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学力向上のためにできる「新しいこと」を実現するために，
先生方が立場を越えて力を合わせ，小さな変化を積み重ねることが必要です。

信濃教育会会長　後藤正幸先生　推薦文より


